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研究成果の概要（和文）：健常者の統合失調症型人格を対象として、認知機能や神経内分泌機能、

出生季節を検討し、先行研究で明らかにされている統合失調症における異常と質的に類似した

異常・傾向を見出した。それによって、統合失調症型人格と統合失調症との間に連続性がある

ことを示すエビデンスを供給した。 
 
研究成果の概要（英文）：We have investigated neurocognition, neuroendocrinological 
function and season of birth in relation to schizotypal personality and found qualitatively 
similar abnormalities and tendencies that are well established in schizophrenia, thereby 
providing evidence suggesting dimensionality between schizotypal personality and 
schizophrenia. 
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１．研究開始当初の背景 

 
統合失調症は、人口の約 1％が発症する、

精神疾患の中でも最も重篤な疾患の一つで
あるにもかかわらず、発症の原因や病態生理
は未解明である。しかし、この疾患の重要な
仮説に連続性モデルがある。すなわち、高血
圧における血圧や糖尿病における血糖値の
ように、何らかの特性が連続的に分布し、そ
れが一定のレベルを超えると統合失調症を
顕在発症するのではないか、というモデルで
ある。統合失調症においてこの特性にあたる

ものが、統合失調症型人格と考えられている。
統合失調症型人格は、健常者から統合失調症
患者へと連続的に分布していると想定され
ており、神経認知研究や神経画像研究によっ
て統合失調症と類似した異常を呈すること
が示されていることから、連続性モデルが支
持されてきた。こういった知見が増加するこ
とで、統合失調症の病態解明につながるもの
と期待されている。しかし、統合失調症では
エビデンスが蓄積されている神経内分泌系
や出生季節という点から連続性モデルを検
討した研究は非常に少ない。 
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２．研究の目的 
 
本研究は、以下の３点を目的とした。 

 
（１）統合失調症患者ではストレス負荷時の
コルチゾールの反応性が低下することが知
られているため、健常者の統合失調症型人格
でも同様のコルチゾール動態がみられるか
を検討する。 
 
（２）統合失調症患者の疫学研究において冬
季出生が統合失調症発症のリスクを 10％程
度高めることが知られているため、健常者の
統合失調症型人格でも同様の傾向がみられ
るかを検討する。 
 
（３）統合失調症患者は広汎な認知機能の障
害を呈することがよく知られており、統合失
調症型人格でも同様の障害がみられるとい
う報告がある。しかし、統合失調症型人格の
認知機能障害については知見が一致してい
ないため、本研究では大規模なサンプルを用
いてこれを検討する。 
 
３．研究の方法 
 
ホームページや雑誌広告を用いてリクルー
トした健常者を対象とし、以下の検討を行っ
た。いずれの検討でも、統合失調症型人格傾
向の測定には、自記式質問紙である
Schizotypal Personality Questionnaire 
(SPQ)を使用した。SPQは、統合失調症型人格
の評価に汎用されている自記式質問紙であ
り、74項目の質問からなり、それぞれの質問
に対して「はい」「いいえ」のいずれかで回
答する。「はい」の場合に 1 点を与え、合計
得点で統合失調症型人格傾向の強さを評価
するとともに、９個の下位尺度を評価するこ
とができる。 
 
（１）141名の健常成人に対し、
hypothalamic-pituitary-adrenal axis(HPA
系)機能を鋭敏に測定する薬物負荷検査であ
る dexamethasone/corticotropin releasing 
hormone (DEX/CRH) テストを施行した。
DEX/CRHテストは、われわれの先行研究（Hori 
et al., 2010）に基づき、検査前夜 23 時に
DEX1.5mgを内服、当日 15時に 1回目の採血、
その直後に CRH100μg を静注、16 時に 2 回目
の採血を行い、それぞれの血液サンプルにお
いてコルチゾール値を測定した。コルチゾー
ルの反応性により、以下の 3 つの抑制パター
ン群を定義した。すなわち、「非抑制」は 1
回目または 2回目のコルチゾール値が 5μ
g/dl以上、「過剰抑制」は 2 回目のコルチゾ
ール値が 1μg/dl以下、それ以外を「抑制」

と定義した。これらの３群間で、年齢と性別
を統制した共分散分析を用い、SPQの得点を
比較した。 
 
（２）451名の健常成人をリクルートし、生
年月日を尋ねた。各出生季節群（４群）間で、
年齢と性別を統制した共分散分析により、
SPQの得点を比較した。 
 
（３）400名前後（認知機能検査ごとに若干
サンプル数が異なる）の健常成人に対し、以
下の３種類の認知機能検査を実施。 
・WAIS-R (Wechsler Adult Intelligence 
Scale-Revised)：標準的な知能検査であり、
言語性知能、動作性知能、全検査知能を求め
ることができる 
・WMS-R（Wechsler Memory Scale-Revised）：
言語性記憶、視覚性記憶、一般的記憶、注意・
集中力、遅延再生の各スコアが得られる 
・WCST（Wisconsin Card Sorting Test）：代
表的な前頭葉機能検査であり、実行機能を測
定 
 年齢と性別を統制した偏相関分析により、
SPQの得点と各認知機能検査結果の相関を求
めた。 
 
４．研究成果 
 
（１）過剰抑制群では、他の 2群に比べ、SPQ
の 9項目中、統合失調症の陽性症状に対応す
る「関係念慮」「疑惑」の 2 項目において有
意に得点が高かった（図１）。したがって、
健常者の統合失調症型人格傾向はコルチゾ
ール低反応（過剰抑制）と関連していること
が明らかになった。これは先行研究で報告さ
れている統合失調症患者のパターンと同様
であり、神経内分泌機能の面から統合失調症
の連続性が示された。 

図１ コルチゾール反応性と、統合失調症型
人格傾向との関連 
 
本研究の成果は、学術雑誌（Hori et al., 2011. 
Neuropsychobiology）、国際学会（Hori et al., 
2010. The 2nd Schizophrenia International 
Research Society Conference）で発表した。



 

 

なお、この学会発表では、Young Investigator 
Award を受賞した。 
 
（２）冬生まれの健常者は、それ以外の季節
（とくに秋）に生まれた健常者に比べ、統合
失調症型人格傾向が高いことが示された（図
２）。これは、統合失調症患者で再現されて
いる知見と一致しており、統合失調症圏障害
の発症は、出生早期の要因に少なくとも一部
規定されている可能性を示唆している。 

図２ 各出生季節間の、統合失調症型人格傾
向の比較 
 
本研究の結果は、現在学術雑誌に投稿中であ
る。 
 
（３）統合失調症型人格傾向と、WAIS-Rで測
定した知的機能の軽度の障害との間に関連
があることを見出した。 
 
（４）なお、神経内分泌研究の発展として、
健常者のストレス症状やコーピング、睡眠と
HPA系機能との関連についても検討した。 
本研究では、質問紙を用いてストレス症状、
コーピング方略、睡眠について調査する一方
で、DEX/CRH テストにより HPA 系機能を検討
した。 
 ストレス症状の強さ、回避のコーピング様
式はいずれもコルチゾール反応性低下と関
連すること（図３、図４）、睡眠の質の悪さ
はコルチゾール反応性亢進と関連すること
（図５）を示した。 

図３ コルチゾ－ル反応性と、ストレス症状
との関連 
 
 

図４ コルチゾ－ル反応性と、コーピングと
の関連 
 

図５ コルチゾ－ル反応性と、女性における
睡眠との関連 
 
これらの結果は、学術雑誌（Hori et al., 2010. 
Journal of Psychiatric Research; Hori et 
al., in press. Journal of Psychiatric 
Research ）で発表した。 
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